
6

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
 

 ○
長
崎
〜
藤
郷
線
道
路
改

良
工
事
（
２
工
区
） 

　
　
　（
全
員
賛
成
で
同
意
） 

【
契
約
相
手
方
】 

　
白
川
総
合
建
設
（
株
） 

　
　
代
表
取
締
役
 

　
　
　
　
白
 
川
 
照
 
文
 

 【
契
約
金
額
】 

　
４
６
０
２
万
５
９
１
０
円
 

 【
工
期
】 

平
成
17
年
10
月
１
日 

　
〜
平
成
18
年
２
月
19
日
 

 ○
長
崎
〜
藤
郷
線
道
路
改

良
工
事
（
３
工
区
） 

　
　
　（
全
員
賛
成
で
同
意
） 

【
契
約
相
手
方
】 

　（
有
）
水
 
摩
 
組
 

　
　
代
表
取
締
役
 

　
　
　
　
水
 
摩
 
敏
 
男
 

 【
契
約
金
額
】 

　
６
６
４
６
万
５
０
０
０
円
 

 工
期
 

平
成
17
年
10
月
１
日 

　
〜
平
成
18
年
２
月
19
日 

決
算
認
定 

平
成
16
年
度
決
算
を
継

続
審
議
に 

 　
各
会
計
の
決
算
を
今
会
期

中
に
審
議
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。 

 【
総
務
委
員
会
】 

 ○
一
般
会
計
 

○
水
道
事
業
会
計
 

 【
民
教
委
員
会
】 

 ○
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
 

○
老
人
保
健
会
計
 

○
住
宅
新
築
資
金
会
計
 

○
介
護
老
人
保
健
会
計
 

○
病
院
事
業
会
計
 

 【
産
業
委
員
会
】 

 ○
か
ん
が
い
揚
排
水
施
設
維

持
管
理
運
営
費
会
計
 

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
会
計
 

○
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
会

計
 

 

た
め
池
等
整
備
事
業
 

 ○
新
延
字
乙
ヶ
谷
た
め
池

補
修
工
事
 

（
賛
成
14
、
反
対
１
で
同
意
） 

 【
契
約
相
手
方
】 

　
三
 
新
 
建
 
設
 

　
　
代
表
者
 

　
　
　
　
三
 
坂
 
隆
 
太
 

 【
契
約
金
額
】 

　
８
１
６
９
万
円
 

 【
工
期
】 

平
成
17
年
10
月
１
日 

　
〜
平
成
18
年
３
月
20
日
 

 

補修工事のはじまった乙ヶ谷ため池 

反
対
討
論 

　
今
回
の
入
札
で
は
、
５

社
が
最
低
制
限
価
格
を
割

っ
て
失
格
と
な
っ
て
い
る
。

５
社
も
下
回
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
十
分
そ
の

価
格
で
も
施
工
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
町
は
、
８

０
０
万
円
位
の
損
を
し
て

お
り
、
こ
の
契
約
に
は
到

底
承
服
で
き
な
い
の
で
反

対
し
ま
す
。 （

香
原
　
暹
） 
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教
育
委
員
の
再
任
に
同
意 

人
権
擁
護
委
員
の
再
推
薦
に
同
意 

　
本
年
10
月
３
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
す
る
の
で
、 

山
本
喜
久
男
氏
の
再
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
が
求
め
ら

れ
、
議
会
は
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。 

　
本
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
す
る
の
で
、 

田
中
浩
策
氏
の
再
推
薦
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
が
求
め
ら

れ
、
議
会
は
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。 

山本喜久男 氏 

昭和10年12月15日生 
古門485番地１６ 
2期目 

田中浩策 氏 

昭和15年６月７日生 
木月１１９７番地２ 
2期目 
 

請
負
契
約 
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議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

１
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

関
係
機
関
宛
送
付
し
ま
し
た
。 

請
　
願 

陳
　
情 

義
務
教
育
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
、
30
人
以
下

学
級
の
実
現
を
望
む
 

意
見
書 

　
国
と
県
の
強
力
な
指
導
の

下
で
始
め
ら
れ
た
大
牟
田
の

リ
サ
イ
ク
ル
発
電
事
業
は
、

正
式
稼
動
し
て
４
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
こ
の
間
発
電
所

内
で
11
回
の
事
故
（
発
電

停
止
８
回
）
が
発
生
し
、
Ｒ

Ｄ
Ｆ
を
供
給
す
る
県
内
施
設

で
も
７
回
の
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。 

　
当
初
か
ら
焼
却
灰
の
再
資

源
化
に
失
敗
し
、
こ
の
こ
と

か
ら
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
処
理
委
託
料

が
、
平
成
16
年
度
に
ト
ン

当
た
り
２，
２
０
０
円
（
44
％
）

の
大
幅
な
増
額
と
な
り
、
参

加
自
治
体
に
大
き
な
負
担
を

負
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
更
に
、
サ
イ
ロ
や
ボ
イ
ラ

ー
事
故
に
つ
い
て
も
、
メ
ー

カ
ー
側
の
保
障
期
間
が
過
ぎ

た
た
め
、
補
修
や
取
替
え
整

備
に
要
す
る
費
用
の
た
め
に
、

Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
委
託
料
の
再
改

定
が
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
供
給
す

る
施
設
で
も
、
当
初
予
期
し

て
い
な
か
っ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
お
り
、

参
加
自
治
体
と
し
て
こ
れ
以

上
の
負
担
に
は
耐
え
ら
れ
ま

せ
ん
。 

　
大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電

事
業
を
計
画
段
階
か
ら
一
貫

し
て
指
導
し
、
最
大
の
出
資

者
で
も
あ
る
福
岡
県
は
、
経

営
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
誠

意
を
持
っ
て
対
処
さ
れ
る
よ

う
、
強
く
要
請
し
ま
す
。 

 提
出
者
　
 
 
宇
田
川
　
亮
 

 送
付
先
 

　
福
岡
県
知
事
 

　
　
　
　
　
　
麻
生
　
　
渡
 

県
も
大
牟
田
リ
サ
イ
ク

ル
発
電
事
業
に
財
政
支

援
を
 

         　
当
該
道
路
は
、
地
域
住
民

の
生
活
道
路
と
し
て
事
実
上
、

利
用
さ
れ
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
道
路
用
地
の
所
有
者
か
ら

は
、
町
に
対
し
て
無
償
譲
渡

す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、

確
約
も
と
れ
て
い
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
住

民
の
生
活
に
密
着
し
た
重
要

な
道
路
で
す
の
で
、
利
便
性

の
向
上
の
た
め
に
、
早
急
に

町
道
認
定
さ
れ
、
整
備
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
請
願

い
た
し
ま
す
。 

【
付
帯
意
見
】 

　
こ
の
道
路
を
町
道
と
認
定

し
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

通
行
量
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
次
の
こ
と

を
要
望
す
る
。 

１
.
速
度
規
制
な
ど
の
交
通

　
標
識
等
を
設
置
し
、
安
全

　
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

２
.
排
水
に
つ
い
て
は
、
申

　
請
地
が
浸
水
し
や
す
い
地

　
域
で
あ
る
の
で
、
新
川
に

　
流
入
す
る
よ
う
に
努
め
る

　
こ
と
。 

 請
願
者
 

　
中
本
町
区
長
 

　
　
　
　
 
　
香
月
　
　
努
 

 紹
介
議
員
　
 

　
　
　
岡
　
 
邦
博
　
議
員
 

住
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
早
急
に
町
道
認
定
、

整
備
を
 

（
賛
成
14
、
反
対
１
で
採
択
） 

  　
 

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
廃
止
、
一
般
財
源
化
は
、

都
道
府
県
間
で
の
教
育
水
準

格
差
ば
か
り
か
、
市
町
村
間

の
教
育
水
準
の
格
差
に
も
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
都
道
府
県
で
は
、

30
人
学
級
な
ど
独
自
に
特

定
学
年
の
学
級
定
員
の
引
き

下
げ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
財
源
不
足
か
ら
、
一

部
の
学
年
に
留
ま
っ
て
い
た

り
、
市
町
村
へ
の
財
政
負
担

を
求
め
る
動
き
も
起
き
て
お

り
、
地
域
間
格
差
も
生
じ
て

き
て
い
ま
す
。 

　
し
た
が
っ
て
政
府
は
、
国

の
責
務
で
あ
る
教
育
水
準
の

最
低
保
障
を
担
保
す
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
す
る
こ
と
、
す
く
な

く
と
も
中
央
教
育
審
議
会
に

お
け
る
結
論
を
十
分
に
尊
重

す
る
こ
と
。 

　
ま
た
、
30
人
以
下
学
級
は
、

国
の
負
担
・
責
任
で
全
国
斉

一
に
実
施
す
る
よ
う
に
強
く

要
請
し
ま
す
。 

 陳
情
者
 

　
福
岡
県
教
職
員
組
合
 

　
直
鞍
支
部
 

　
支
部
長
　
　
梶
原
 
正
実
 

 送
付
先
　
 

　
内
閣
総
理
大
臣
　
 

　
　
　
　
　
　
小
泉
純
一
郎

　
文
部
科
学
大
臣
 

　
　
　
　
　
　
中
山
　
成
彬
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
 

   【
継
続
審
議
】 

     【
理
由
】 

　
民
教
委
員
会
で
資
料
・
情

報
の
収
集
な
ど
を
行
い
審
議

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
継

続
審
議
と
し
ま
し
た
。 

 陳
情
者
 

　
鞍
手
町
区
長
会
 

　
会
長
　
　
　
亀
井
　
　
滋
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
） 

九
州
厚
生
年
金
病
院
の
売

却
・
民
営
化
に
反
対
し
、存

続
・
充
実
を
求
め
る
陳
情
 

大牟田リサイクル発電所 

産業道路から見た請願道路 




